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県連名 所属共同組織名又は事業所名

東京 中野・杉並健康友の会

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

石
イ シ ダ

田　千
チ エ コ

恵子 中野・杉並健康友の会
役員 第 ５ 分科会

発表テーマ
病院・診療所のない地域で実行委員会を組織し、
健康チェックに取り組む

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

中野区と杉並区にまたがる共立病院と共立診療所な
ど計 ９ カ所の診療所、訪問看護ステーション、薬局。
中野・杉並健康友の会と ９ カ所の診療所ごとに ９ つ
の友の会がある。会員数は、合計 ６ 千世帯。

TEL ０９０―４７０１―８１８６ メール jyarichie２００４@
yahoo.co.jp

演題番号 ５ ― ３ ― １

◇中野・杉並健康友の会では、コロナ禍の間に、
運動不足や散歩やウォーキングなどの戸外での活
動がほとんどできなかったことから、会員の中に
体力の衰えやフレイルの状態になる傾向が顕著で
あることがわかりました。そこで、コロナが ５ 類
に移行する前後から、まず会員に自分の健康状態
を知ってもらおうと、半数くらいの友の会が健康
チェックに取り組みました。
◇地域にチラシをまき参加を呼びかけると、毎回
２０人前後の人が応募し、血圧・握力・骨密度・血
管年齢など毎回 ４ 項目くらいのチェックを行いま
した。チェックの前には看護師から、「健康チェ
ックでわかること」と題して短いガイダンスを行
い、終了後は看護師、ケアマネージャーによる健
康相談も実施。参加者のようすから自分の体の状
況が分かったと好評でした。
◇中野区内の鷺宮・上鷺宮地域には民医連の病院
も診療所もなく、こうした機会に恵まれない地域
であることから、友の会の健康づくりのとりくみ
を体験してもらおうと、チラシを配布して健康チ
ェックをおこなった取り組みについて報告します。

県連名 所属共同組織名又は事業所名

長野 東信医療生活協同組合

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

斉
サイトウ

藤　茂
シゲヒコ

彦 組合員活動部　部長 第 ５ 分科会

発表テーマ
東御市支部における、スーパーマーケットでの
まちかど健康チェックについて

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

長野県東御市の人口は、約２９，０００人。市内の共同組
織構成員は５３２人。共同組織の総構成員数は約
１５，６００人。

TEL ０２６８―２３―８００１ メール kumikatsu-b@
toshin-iryou.com

演題番号 ５ ― ３ ― ２

東御市支部では、市内のスーパーマーケットに
はたらきかけ、 ２ 月に初めて店内でのまちかど健
康チェックを実施しました。コロナ禍以前はスー
パーマーケットでのまちかど健康チェックを実施
していたことはありましたが、再開してからは初
のとりくみとなりました。

このスーパーマーケットには、昨年１１月に地元
の東御市支部から担当理事と支部長、本部より組
合員活動部長が参加し、営業本部長にまちかど健
康チェックについての申し入れを行いました。早
速１２月の実施を申し入れましたが、年末年始や連
休などは携帯電話会社などが店内のブースを予約
しているが、平日であれば店内での健康チェック
実施は可能とのこと。以前実施していた際は店舗
入口の外でのチェックでしたが、今回新たに実施
したスーパーマーケットでは、店内で健康チェッ
クを実施することを許可されました。食品を扱う
ので、体組成チェックのように素足になる検査は
できないが、血圧測定や握力測定は問題ないとの
ことでした。机と椅子もお借りできることとなり、
のぼり旗も立てて来店されたお客さんを対象に、
店内でまちかど健康チェックを実施することがで
きました。当該支部は、市内の日帰り温泉施設で
入浴者や休憩中の職員の健康チェック、寒風吹き
すさぶ道の駅で駅長から饅頭の差し入れをいただ
きながら旅行者の健康チェックを行ってきました
が、商業施設での実施は初めてとなりました。参
加する組合員も楽しみながら行動しており、次の
人の溜まり場はどこか研究に余念が無いところで
す。
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県連名 所属共同組織名又は事業所名

岡山 岡山医療生活協同組合

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

岡
オカ

　朋
ト モ コ

子 理事 第 ５ 分科会

発表テーマ
地域での健康チェックの取り組み

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

活動地域は、岡山県岡山市。活動地域の人口は約７０
万人。岡山医療生協の組合員数約 ６ 万人。

TEL ０８６―２７１―７８８０ メール soshiki@okayama-
health.coop

演題番号 ５ ― ３ ― ３

地域での健康チェックの取り組みについて発表
します。

岡山医療生協では地域の健康増進に向けてあら
ゆる取り組みを展開することを掲げています。

２０２３年度の活動では、地域住民からの要望を受
けての青空健康チェックや、スーパーや薬局の店
舗の一部を借りて来店されたお客様の血圧測定な
どの青空健康チェックを実施しました。

また、健康チェックの取り組みは、広報誌や支
部ニュース、法人の SNS を通じて、組合員だけ
でなく、地域住民にまで広く PR しています。

昨今では、一般企業や団体も健康チェックに取
り組んでおり、地域での健康チェックは支部が主
催するだけでなく、様々な団体と共同で行う健康
チェックも広がっています。

２０２３年度は１２月末時点で約５０回　１０００人の健康
チェックを実施しました。

２０２４年度は、健康づくり委員会方針【健康チェ
ック元年】という目標を掲げ、前年数より多い健
康チェック数を目標に取り組んでいきます。

県連名 所属共同組織名又は事業所名

埼玉 医療生協さいたま

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

足
ア ダ チ

立　有
ユ ウ ジ

司 利根南地区　理事 第 ５ 分科会

発表テーマ
地域にひろげる健康チェックの取り組み（利根
南地区鷲宮支部の取り組み）

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

活動地域は埼玉県久喜市（久喜市、鷲宮町、栗橋町、
菖蒲町の合併により誕生）。合併後も久喜支部、鷲
宮支部、栗橋支部として活動。久喜市の人口は約
１４８７００人。鷲宮支部（旧鷲宮町地区）の人口は約
４３９００人、組合員約３３８人。

TEL ０９０―３４３６―１２６７ メール yuyuji３hal２００１@
gmail.com

演題番号 ５ ― ３ ― ４

埼玉県には多くの「〇〇団地」と呼ばれる集合住
宅が存在する。医療生協さいたま利根南地区の鷲宮
支部には UR 賃貸住宅（公団）の「わし宮団地」が
ある。

支部の活動としては、しばらく実施できていなか
った健康チェックを団地内の集会所ともう一か所で
計画し、実施してきた。本報告では実施に向けた取
り組みを紹介し、団地内や地域の健康づくりにどう
医療生協がかかわっていったのかをまとめた。

鷲宮支部では定例の「うたごえ」の取り組みが中
心となっていた。しかし、コロナ禍により、人が集
まり歌で声を出すことが厳しくなり、実際には活動
できなくなっていった。毎月の健康ひろばは定期的
に実施できていた。そこで ４ 年ぶりとなる健康チェ
ックを実施しようと計画し、団地内の集会所での実
施を準備した。多くの方に知らせ・ひろげるために、
実施のチラシを全戸配布すること、団地の敷地にあ
る掲示板への掲示などができないかと検討した。そ
こで UR 本部へ「健康チェック」実施と掲示の申し
入れを行ったところ、許可をもらうことができ、団
地各戸へのチラシ配布と掲示板への掲示が実現でき
た。各団地の階段下にある掲示板へ貼り出すことも
できた。

第 １ 回は２０２３年 ５ 月２０日（土）に開催し、５８人の
方が参加した。骨密度測定、握力、血圧測定、健康
相談も同時に実施した。団地での実施を受けて、他
の地域でも実施してみようということになり、JR
鷲宮駅に近い、多くのマンションや戸建て住宅があ
る地域のコミニティーセンターを会場にして計画し
た。周辺地域に約２０００枚のチラシを配布し、２０２４年
１ 月２６日（金）に実施できた。７４人の参加があり、
うち４３人が健康相談を希望した。参加した方の感想
や運営を行った委員の声をまとめながら、地域のニ
ーズをつかんで今後の活動に活かしていきたい。　
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県連名 所属共同組織名又は事業所名

京都 伏見健康友の会

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

久
ヒサモリ

守　一
カズトシ

敏 友の会幹事 第 ５ 分科会

発表テーマ
健康相談会で、住相談も行います

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

京都市伏見区は人口約２７７，０００人。京都市の中で一
番多く、伏見健康友の会は伏見区唯一の民医連診療
所である京都城南診療所に事務所を置き、活動して
います。会員数は１２５８人。

TEL ０７５―６２３―１１３４ メール soumu@jounanshin.
or.jp

演題番号 ５ ― ３ ― ５

伏見健康友の会では、２０１９年までは伏見区内に
あるスーパーなどに出かけて行って、血圧測定・
骨密度測定や看護師による健康相談「まちかど健
康チェック」を行って来ました。２０２０年のコロナ
ウィルス感染拡大をきっかけに出かけることが難
しくなり、一時はとりやめていましたが、２０２１年
度に診療所内で再開するところから始めました。
これまでの健康チェックに加えて、なんでも相談
会（住宅相談・生活相談・国保や商売の相談）を
行いました。その後も「まちかど健康チェック」
で京都建築労働組合の NPO 法人の方に協力いた
だき、住居の耐震診断や、住宅改修の相談も行っ
ています。地震が来るたびに築年数が経っている
家が揺れて怖いと思っていたり、大きな地震をき
っかけに自分の家の耐震は大丈夫か？など、不安
に思う友の会会員さんが、安心して相談できる窓
口を友の会で作り、利用してほしいと思っていま
す。

県連名 所属共同組織名又は事業所名

岡山 倉敷医療生活協同組合

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

垣
カキウチ

内　春
ハ ル ナ

菜 第 ５ 分科会

発表テーマ
地域組合員を対象にしたスポット尿による塩分
チェックチャレンジの報告

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

活動地域：岡山県西南部　活動地域（岡山県）人口：
１，８６５，４７８人　組合員数：６３，３７２人

TEL ０８６―４４８―３３６９ メール kakiuti_h@kura-hcu.
jp

演題番号 ５ ― ３ ― ６

倉敷医療生協では、食生活を見直すきっかけづ
くりとして「まずは自分の食塩摂取量を知ること
からはじめよう」と、塩分チェックチャレンジと
題して随時尿による尿中食塩排泄量測定を行った。
２０２３年 ６ 月、 ７ 月、 ９ 月、１２月に支部運営委員と
理事を対象に推定尿中食塩排泄量測定、食生活ア
ンケート、『あなたの塩分チェックシート』チェ
ックを行った。参加者には結果返しとして、コメ
ント付きの食塩摂取量結果用紙、『あなたの塩分
チェックシート』、減塩レシピをお渡しした。

組合員１００人の参加があった。初回測定時の平
均推定食塩摂取量は男性　９．９１g、女性　９．１９g
でどちらも目標量を上回っている。 ６ ～１２月の半
年間では男女ともに食塩摂取量に大きな変化はな
かった。アンケート結果より、食塩摂取について
日頃気をつけていることがあるという人は全体の
７０～８０％であった。自分では減塩している（減塩
できている）と思っている人が多いが実際の食塩
摂取量とは差があること、食塩摂取量を知るだけ
では習慣化された食生活を変えることは難しいこ
とが分かった。
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県連名 所属共同組織名又は事業所名

沖縄 沖縄医療生協　伊良波支部

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

大
オオシロ

城　郁
イ ク オ

男 理事、支部運営委員 第 ５ 分科会

発表テーマ
支部での健康まつり

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

豊見城市は県都・那覇市に隣接し人口６４，０００人、農
業が盛んな地域で最近は都市化してきている。医療
生協豊見城ブロック（ ６ 支部）の伊良波支部（組合
員１２００人）は２００８年に結成。運営委員 ８ 名、 ９ 班、
６５０世帯に毎月医療生協便りを配布。

TEL ０９０―２９６２―６３６６ メール ikuo-naomi７１@nirai.
ne.jp

演題番号 ５ ― ３ ― ７

伊良波支部創立１５周年・筋トレサークル結成１０
周年記念行事として、２０２３年１０月に支部独自で「健
康まつり」を開催し地域の組合員８５名が参加しま
した。開催前には宣伝チラシ配布や地域の公民館
の広報マイクから案内呼びかけなどの協力もあり、
盛況でした。 ５ コーナー（筋トレコーナー、健康
チェックコーナー、SDGs リサイクル市コーナー、
野菜コーナー、貝がらコーナー）を設けました。
筋トレコーナーでは筋トレ班の実演に始まり、全
員で筋トレとバランスボール運動で心地よいひと
時を過ごしました。健康チェックコーナーでは、
骨密度測定・ベジチェック・血圧・血管年齢測定
で職員による判定後指導もありました。SDGs リ
サイクル市では組合員から寄せられた４００点の品
物に多くの参加者が集まり有料・無料など掘り出
し物に歓声を上げながら品定めをして求めていま
した。残った品は ３ 月の「豊見城ブロック新春の
つどい」で再度のリサイクル市を開催。売上金は
能登半島地震支援募金に送りました。他支部から
出店の貝がらコーナーでは、親子連れで作品の仕
上げに熱中する光景が見られました。人気の野菜
コーナーでは、オープンと同時に組合員が立ち寄
り市価より安い野菜を買い求めていました。組合
員からゴーヤー、バナナ、パパイヤなどの無償提
供がありました。また、１５周年記念にと地域組合
員さんから金一封の寄付もありました。地域とむ
すびついた健康まつりで医療生協の存在価値を共
有する機会になったと思います。

県連名 所属共同組織名又は事業所名

長崎 長崎県健康友の会連絡会

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

森
モリカワ

川　恵
エ ミ コ

美子 させぼ健康友の会
事務局長 第 ５ 分科会

発表テーマ
「いきいき健康フェスタ」に取り組んで

内容（発言要旨）

所属している組織の概要
長崎県健康友の会連絡会は県内 ４ つの友の会（長崎・五島・させ
ぼ・諫早）で構成し、月間中 ３ 回会議（職員も合同での共同組織
員会を開催）を含み年間 ６ 回会議を開催。全体の機関紙「すこや
か長崎」を年 ６ 回作成し、会員数１０９６１世帯へ配布。２０２３年度から
２ 年に １ 回の企画、「いきいき健康フェスタ」を開催。その他各健
康友の会で健康チェックや楽しいサークル活動、班活動を行って
いる。

TEL ０８０―３２２１―９１８９ メール kinaga@kenyukai.or.jp

演題番号 ５ ― ３ ― ８

長崎県健康友の会連絡会は、県下 ５ つ（長崎・
香焼・五島・させぼ・諫早）の健康友の会（２０２４
年度～香焼が長崎へ合流し ４ つ）で構成し、２０２３
年 ９ 月に新たな取り込みとして「いきいき健康フ
ェスタ」（参加者２３６人以上）に取り組んだ内容に
ついて報告する。
【 １ 】 ７ つのステージ企画

健康体操やダンス披露などに加え、 ２ つの活動
紹介①諫早健康友の会活動紹介「小船越自治会健
康チェック」について、②させぼ健康友の会活動
紹介「友の会って楽しかよォ～」を行った。
【 ２ 】 ８ つの体験コーナーと ７ つの物品販売、 ６
つの展示と署名の取り組み

長崎の ７ サークルが体験コーナーを設置し、特
に健康チェックは一般参加者がとても多く、要望
が大きいことをあらためて感じた。また、発表し
た内容の展示物掲示や「現行の保険証を残してく
ださい」署名にも取り組んだ。
【最後に】

初めての取り組みで準備や人員の不足などがあ
ったが、当日の職員の大きな協力もあり無事成功
することができた。また後日も含め合計 ４ 世帯の
友の会入会を迎えた。長崎県健康友の会連絡会の
日常活動を各健康友の会で持ち寄り体験すること
ができ、県全体の交流にも繋がった。また市民へ
「健康友の会」活動の宣伝が出来たことは大きい。
今後に繋げていきたい。
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県連名 所属共同組織名又は事業所名

大阪 このはな健康友の会（淀協此花）

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

大
オオニシ

西　義
ヨシヒロ

広 酉島支部運営委員（このは
な健康友の会前会長） 第 ５ 分科会

発表テーマ
このはな健康まつりの取り組み

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

このはな健康友の会の活動地域は、大阪市此花区。
活動地域の人口は約７５０００人。所属する共同組織の
人数は約６２００人。

TEL ０６―６１３６―３５２０ メール konohanakenkou 
tomonokai@gmail.com

演題番号 ５ ― ３ ― ９

このはな健康まつりは、大阪市此花区で毎年開
催されている地域の健康イベントです。新型コロ
ナウイルスの蔓延で約 ４ 年中断していました。今
年で第３２回を迎え、地域住民の健康づくりと交流
を目的としております。従来は、模擬店なども出
店していましたが、今回から「地域の健康づくり」
に特化した健康まつりとしました。

此花区民ホールで開催。主な内容は、血圧・血
管年齢・足趾力などの健康測定。野菜の摂取量を
確認するコーナー。レクリエーション、健康友の
会のサークル活動の紹介。健康に関する講演やワ
ークショップ。地域の団体によるブース出展など
でした。

健康まつりは、地域住民の健康意識を高め、健
康的な生活を促す重要な機会となります。参加者
は、健康測定やワークショップを通して自身の健
康状態を確認し、改善に向けた知識を得ることが
できます。また、地域の団体との交流を通じて、
健康づくりに関する情報や活動の紹介を受けるこ
ともできます。

県連名 所属共同組織名又は事業所名

大阪 淀川クリニック

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

池
イ ケ ダ

田　義
ヨシブミ

文 組合員活動部 第 ５ 分科会

発表テーマ
健康まつり「プチ縁日」

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

活動地域は、大阪府大阪市。活動地域の人口は約１１
万人。所属する共同組織の人数は約 １ 万人。

TEL ０６―６９２７―１１３５ メール yo-ikeda@coop-
osaka.or.jp

演題番号 ５ ― ３ ―１０

昨年１１月に都島・淀川地区で健康まつり「プチ
縁日」を開催しました。健康まつりの開催はコロ
ナの影響もあり ６ 年ぶりの開催となりました。前
回開催から年数が経ちまつり開催の経験者も減っ
ている中で、果たして開催ができるのかと議論に
なりましたが、職員・組合員ともに、数年ぶりの
開催となる健康まつり成功に向け準備を進めまし
た。　

今回の健康まつりは「若い世代に医療生協を知
ってもらいたい」という思いがあり、健康まつり
の名称や内容を一新し、子どもコーナーに力を入
れて取り組みました。周辺地域のビラまきはもち
ろんですが、若い子育て世代に参加してもらうた
め、区内の保育園・こども園・幼稚園数十か所に
ビラをもって案内を行いました。

当日は「１００人位来てもらえれば大成功だろう
と」と不安と期待でいっぱいでしたが、予想を遥
かに上回る約３００人が来場される健康まつりとな
りました。想定外の参加でトラブルなどもあり大
変でしたが、来場された方全員に生協パンフなど
の「都島・淀川地区セット」をお渡しすることが
でき、医療生協に興味関心を持っていただく機会
になったのではと思います。
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県連名 所属共同組織名又は事業所名

奈良 健生会友の会

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

林
ハヤシ

　健
ケ ン タ

太 友の会事務局長 第 ５ 分科会

発表テーマ
４ 年振りに再開した健康まつりの取り組み

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

活動地域は奈良県中南和地域。活動地域の人口は約
４ 万人。所属する共同組織の人数は約９０００世帯。

TEL ０７４５―２２―２９８９ メール k-hayashi@
kenseikai-nara.jp

演題番号 ５ ― ３ ―１１

本年の ５ /１９に ４ 年振りに再開した健康まつり
の取り組み。

これまでにも１０００人以上の来場が有、地域の中
でも大きな規模のまつりとなっていた。

今回、コロナ禍から明けてまずは再開出来た取
り組み報告と今後に向けての検討課題などを明ら
かにしていきたい。

また、果たして来た役割の中で今後のあり方の
検討を法人も巻き込んで取り組んでいきたい。

県連名 所属共同組織名又は事業所名

岡山 岡山医療生活協同組合

発表者氏名 所属と役職 分科会番号

安
ヤスノブ

延　京
キョウコ

子 理事 第 ５ 分科会

発表テーマ
岡山医療生協と地域が繋がる場所作り～健康づ
くりセンター大野辻の取り組み～

内容（発言要旨）

所属している組織の概要

活動地域は、岡山県岡山市北区。活動地域の人口は
２９４，５３３人。所属する共同組織の人数は８，３８８人。組
織率２．８４％

TEL ０８６―２７１―７８８０ メール soshiki@okayama-
health.coop

演題番号 ５ ― ３ ―１２

岡山医療生協には岡山市北区にコープ大野辻クリニック
と、ケアプラン北長瀬の ２ 事業所があった。しかし２０２２年
冬にコープ大野辻クリニックは閉院となり、岡山市北区の
組合員からは落胆と不安の声が寄せられた。コロナ禍もあ
いまって、組合員活動が思うように出来ず、地域全体の元
気がなくなっていった。そこで、岡山医療生協の新規事業
として“人が集えて、健康づくりが出来る場 ” となる、「健
康づくりセンター大野辻」を開業する運びとなった。開業
に伴い、岡山医療生協職員、組合員理事、組合員でプロジ
ェクトチーム（以下 PJ チーム）を発足した。まずは地域
のニーズや組合員のニーズを調査していき、健康づくりセ
ンター大野辻では多世代が集いそれぞれの年代にあった健
康づくりが出来る企画を行っていくこととした。リハビリ
テーション部の職員による「美姿勢」「尿もれケア」など
をテーマとしたグループレッスンや、「歌やハーモニカ教
室」「健康マージャン」といった文化企画、「産後ママのか
らだケア」や「こどものねんね相談会」などの子育て応援
企画など、職員や組合員講師、外部講師などがそれぞれの
得意を活かした企画を実施していった。ポスティングなど
の効果もあり、地域住民の参加も伸びつつある一方で、PJ
チームメンバーや北区エリアの組合員の参加は伸び悩んで
いる。その １ 番の理由は「遠くて行けない」ことである。
岡山医療生協の組合員も高齢化が進んでおり、今住んでい
る地域でどう健康づくりを行うかが、課題としてあがった。
そこで健康づくりセンター大野辻で行っている企画を、地
域のサロンやたまりばなどで開催出来るよう提案した。「大
野辻」ではなく「自分の地域」となると、組合員も受け入
れやすく、また岡山医療生協をより身近に感じてもらえる
きっかけとなることを期待している。健康づくりセンター
大野辻は、様々な企画の運営・実施と同時に、地域の健康
づくりを担うコーディネーターとして、今後も地域の声を
聞きながら活動を広げていきたい。


